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きょうは  まちにまった ようかいたちの うんどうかい。



おにのこの おにすけは
まいあさ カミナリをならします。

ビリッビリビリ

「へんだなぁ いつもみたいに
 ゴロゴロならないぞ」



「おにすけ はやくいこうよ～！」
ともだちの かさおばけが むかえにきました。
おにすけは さっきのことが きになりましたが　
「うんどうかい たのしみだね！」そういって でかけました。



ひろばには たくさんのようかいたちが あつまっています。
「くろぐみと しろぐみに わかれて ならんでくださ～い」
かかりのようかいが さけんでいます。
おにすけと かさおばけは くろぐみのようです。



さいしょは ときょうそう。
「よーし！ いっとうしょうを とってやる！」
おにすけは おおはりきり。
「いちについて よーい どん！！」
びゅーんと はしって おにすけは いっとうしょう！
「おにすけ やったね！」かさおばけも うれしそう。



でも あれれ なんだかちょっと
あたまが ぐるぐるするような きがします。

「おーい！ つぎは かわながれきょうそうだぞ！」
かっぱが よびにきました。
「おにすけ どうかしたの？」と かさおばけ。
「ううん なんでも ないよ」
おにすけは そうこたえて　
かわへ むかいました。



「がんばれー！」みんなが おうえんしています。
「かっぱには まけないぞ！」　
おにすけは いきおいよく およぎはじめたのですが・・・
なんだか ても あしも おもたくて うまくうごきません。
どんどん かっぱは さきに いってしまいます。



おにすけは かっぱに まけてしまいました。
「ざんねんだったね。ちょうしでも わるいのかい？」
かさおばけが こえをかけてきました。
おにすけは う～ん・・・ と くびを ひねります。

こんどはからだが ぶるぶるぶる・・・
おへそのあたりも むずむずします。



そこへ やってきた ちょうちんオバケたち。
「おにすけくん！ おどりをおどるから
 とくいの たいこを たたいてよ！」

「えぇ でも ぼく・・・」おにすけが まよっているうちに
「ほらほら はやく！」
ちょうちんおばけたちは ぐいぐい ひっぱっていきます。



ドンドンドドン ドンドンドン
おにすけは いっしょうけんめい たいこをたたきます。

でも からだは ぶるぶる あたまは ぐわんぐわん
ぐるぐる ぶるぶる ぐわんぐわん・・・・



ばったーん！
おにすけは ついに たおれてしまいました。
みんな びっくりぎょうてん！
「おい！しっかりしろ！」
りゅうのおじさんも かけつけてきました。



「だいじょうぶかい？」
めをさますと りゅうのおじさんの しんぱいそうな かお。

おにすけは きになっていたことを はなしました。
「あさ カミナリが ゴロゴロ ならなかったんだ
 からだも へんだし おへそも むずむずしてくるし・・・」
「ふんふん それは おにのかぜ というものだよ」
りゅうのおじさんは そういうと　
「よし じっとしているんだよ  なおしてあげよう」と
おにすけの おへそを むんずと つかんで・・・



なんと りゅうのおじさんは
おにすけのおへそを とってしまいました。
あっというまのことに みんなびっくり！

「はっはっは おにのおへそは また はえてくるから
だいじょうぶだよ」と りゅうのおじさん。



「おにすけ もう へいきかい？」
かさおばけが ききました。
「うん もうすっかり げんきだよ！ ありがとう！」
「よかった よかった」みんなも にっこり。

あたりは すっかり ひがくれて うんどうかいも おわり。
「おにすけ！ カミナリハナビを あげてくれよ！」
「よ～し！ いくよ～！」
おにすけは むーんと あたまのてっぺんに ちからを いれて・・・



ピカッ　ゴロゴロゴロ
そらいちめんに おにすけの おおきな おおきな
カミナリハナビが ひろがりました。


